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（会員は会費に含まれています。）

■
令
和
７
年
度
第
２
回
正
副
会

長
・
支
部
長
会
議
を
開
催

当
連
盟
は
、
８
月
25
日
（
月
）、
令
和
７
年

度
第
２
回
の
正
副
会
長
・
支
部
長
会
議
を
開
催

し
た
。
林
野
庁
か
ら
は
、
福
田
淳
木
材
産
業
課

長
、
同
課
高
橋
秀
夫
流
通
班
担
当
課
長
補
佐
、

業
務
課
大
道
一
浩
企
画
官
に
ご
出
席
頂
い
た
。

開
催
に
あ
た
り
守
屋
長
光
会
長
は
、
出
席
者

に
謝
意
を
述
べ
、
中
小
規
模
の
製
材
工
場
が
建

築
基
準
法
の
改
正
や
非
住
宅
の
木
材
需
要
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
製
材
工
場
の
Ｊ
Ａ

Ｓ
取
得
促
進
に
向
け
た
対
策
を
お
願
い
し
た

い
。
非
住
宅
木
造
建
築
が
求
め
る
特
殊
な
製
材

品
の
生
産
に
応
え
て
い
る
の
は
地
域
の
中
小
規

模
製
材
工
場
が
多
い
。
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
コ
ス

ト
が
上
昇
し
て
お
り
、
丸
太
の
長
距
離
輸
送
に

影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
本
日
は

林
野
庁
の
方
々
か
ら
行
政
の
情
報
提
供
を
い
た

だ
き
意
見
交
換
で
き
る
貴
重
な
機
会
な
の
で
積

極
的
に
意
見
交
換
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
挨
拶

し
た
。
会
議
で
は
非
住
宅
分
野
の
木
材
利
用
促

進
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
供
給
に
お
け
る
課
題
、
改
正
物

流
効
率
化
法
へ
の
対
応
、
価
格
転
嫁
・
取
引
適

正
化
に
関
す
る
取
組
、
各
地
の
市
況
等
に
つ
い

て
議
論
さ
れ
た
。

次
回
理
事
会
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
11
月

17
日
（
月
）
に
東
京
に
て
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

１
．
林
野
庁
か
ら
の
情
報
提
供

○
福
田
淳
木
材
産
業
課
長
か
ら
の
情
報
提
供

（
１
）
物
流
効
率
化
法
の
施
行
に
つ
い
て

令
和
７
年
４
月
か
ら
、
全
て
の
荷
主
（
第
一

種
荷
主
及
び
第
二
種
荷
主
）
に
対
し
、
①
積
載

効
率
の
向
上
、
②
荷
待
ち
時
間
の
短
縮
、
③
荷

役
等
時
間
の
短
縮
の
努
力
義
務
が
施
行
さ
れ

た
。
こ
こ
で
第
一
種
荷
主
と
は
、
運
送
事
業
者

と
契
約
し
て
い
る
事
業
者
。第
二
種
荷
主
と
は
、

運
送
事
業
者
と
の
契
約
は
な
く
、
受
け
取
り
や

引
渡
し
の
み
行
う
事
業
者
の
こ
と
。

令
和
８
年
４
月
か
ら
は
、
一
定
規
模
以
上
の

荷
主
（
特
定
荷
主
）
に
対
し
、
①
中
長
期
計
画

の
作
成
、
②
努
力
義
務
の
遵
守
状
況
等
の
定
期

報
告
、
③
責
任
者
（
物
流
統
括
管
理
者
）
の
選

任
の
義
務
が
施
行
さ
れ
る
。
特
定
荷
主
の
指
定

基
準
は
、
前
年
度
の
取
扱
貨
物
の
合
計
重
量
が

９
万
ト
ン
以
上
で
あ
る
こ
と
。
合
計
重
量
は
、

荷
主
事
業
者
ご
と
（
会
社
単
位
）
に
、
第
一
種

荷
主
、
第
二
種
荷
主
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
取

り
扱
っ
た
貨
物
に
つ
い
て
別
々
に
算
定
す
る
。

貨
物
の
受
け
取
り
、
引
き
渡
し
分
を
合
算
し
て

算
定
す
る
。
材
積
で
管
理
し
て
い
る
場
合
は
、

重
量
へ
の
換
算
に
当
た
り
、
１
㎥
あ
た
り
２
８

０
㎏
と
し
て
換
算
す
る
な
ど
、
合
理
的
な
算
定

方
法
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
価
格
転
嫁
・
取
引
適
正
化
に
関
す
る
今

後
の
取
組
に
つ
い
て

３
月
の
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し

た
が
、
以
下
に
つ
い
て
関
係
者
に
周
知
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。

①
下
請
法
違
反
の
自
主
点
検

下
請
法
の
適
用
対
象
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

製
造
委
託
の
場
合
の
「
委
託
」
と
は
、
物
品
の

販
売
等
を
行
う
事
業
者
が
他
の
事
業
者
に
対

し
、
物
品
等
の
規
格
・
品
質
・
性
能
・
形
状
な

ど
を
指
定
し
て
製
造
（
加
工
を
含
む
）
を
依
頼

す
る
こ
と
を
い
う
。
委
託
の
内
容
を
満
た
す
限

り
、
請
負
で
あ
る
か
売
買
で
あ
る
か
と
い
っ
た

契
約
上
の
形
態
は
問
わ
な
い
。

主
な
取
引
の
想
定
例
と
し
て
は
、
①
木
材
加

工
事
業
者
や
流
通
事
業
者
等
が
、
樹
種
・
径

級
・
材
長
等
を
指
定
し
て
、
素
材
生
産
者
に
原

木
の
生
産
を
委
託
す
る
場
合
、
②
プ
レ
カ
ッ
ト

事
業
者
や
流
通
事
業
者
等
が
、
樹
種
・
品
目
・

規
格
等
を
指
定
し
て
、
木
材
加
工
事
業
者
に
製

品
の
加
工
を
委
託
す
る
場
合
な
ど
が
あ
る
。
他

方
、
カ
タ
ロ
グ
等
か
ら
指
定
を
行
う
場
合
は
、

通
常
、
下
請
法
の
対
象
に
な
ら
な
い
。

製
造
委
託
の
場
合
の
適
用
基
準
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
資
本
金
の
区
分
に
よ
り
、
資
本
金
１

千
万
円
超
３
億
円
以
下
の
委
託
事
業
者
が
、
資

本
金
１
千
万
円
以
下
の
中
小
の
受
託
事
業
者
に

委
託
す
る
場
合
等
の
基
準
が
あ
っ
た
が
、
今
回

の
改
正
に
よ
り
、
令
和
８
年
１
月
１
日
以
降
は

従
業
員
基
準
（
従
業
員
３
０
０
人
超
の
委
託
事

業
者
が
、
従
業
員
３
０
０
人
以
下
の
中
小
の
受

託
事
業
者
に
委
託
す
る
場
合
）
が
追
加
さ
れ
、

資
本
金
区
分
又
は
従
業
員
基
準
の
ど
ち
ら
か
に

当
て
は
ま
る
場
合
に
は
適
用
基
準
を
満
た
す
こ

と
と
な
る
。

下
請
法
に
お
け
る
親
事
業
者
の
禁
止
事
項
と

し
て
は
、
受
領
拒
否
、
下
請
代
金
の
支
払
い
遅

延
、
下
請
代
金
の
減
額
、
返
品
、
買
い
た
た
き
、

購
入
・
利
用
拒
否
等
が
あ
る
。

公
正
取
引
委
員
会
に
お
い
て
、「
下
請
法
違

反
発
見
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
作
成
・
公
表
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
下
請
法
違

反
の
自
主
点
検
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
す
る
。

②
下
請
法
改
正

下
請
法
が
、
取
適
（
と
り
て
き
）
法
（「
製

造
委
託
等
に
係
る
中
小
受
託
事
業
者
に
対
す
る

代
金
の
支
払
の
遅
延
等
の
防
止
に
関
す
る
法

律
」
の
略
称
）
に
名
称
変
更
さ
れ
、
令
和
８
年

１
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
。
こ
れ
に
伴
う
主
な

改
正
点
と
し
て
、
協
議
を
適
切
に
行
わ
な
い
代

金
額
の
決
定
の
禁
止
、
手
形
払
等
の
禁
止
、
運

送
委
託
の
対
象
取
引
へ
の
追
加
（
規
制
対
象
と

な
る
取
引
に
、
製
造
、
販
売
等
の
目
的
物
の
引

渡
し
に
必
要
な
運
送
の
委
託
を
追
加
）
等
が
あ

る
。

③
価
格
転
嫁
を
阻
害
す
る
商
慣
習
の
見
直
し

受
益
者
に
不
利
益
・
不
合
理
な
商
慣
習
が

残
っ
て
い
る
が
、
下
請
け
法
改
正
に
よ
り
、
次

の
点
が
見
直
さ
れ
た
。

・
銀
行
振
込
手
数
料
等
、
決
済
に
伴
う
手
数
料

の
受
注
者
負
担
は
、
合
意
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
違
反
行
為
（
減
額
）
に
該
当
す
る
。

・
製
造
委
託
に
お
い
て
不
良
品
が
発
生
し
た
場

合
、
不
良
の
是
正
に
要
し
た
費
用
を
、
原
因
の

所
在
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
的
に
代
金
か
ら
相

殺
す
る
行
為
は
、
違
反
行
為
に
当
た
り
得
る
。

④
川
下
事
業
者
に
よ
る
価
格
決
定
の
配
慮
等

最
終
製
品
等
を
消
費
者
に
提
供
す
る
川
下
事

業
者
に
お
い
て
、
直
接
の
取
引
先
を
超
え
た
、

さ
ら
に
先
の
取
引
先
ま
で
価
格
転
嫁
が
可
能
と

な
る
よ
う
な
価
格
決
定
等
を
実
施
す
る
こ
と
が

重
要
。
本
年
７
月
８
日
付
で
国
土
交
通
大
臣
か
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素
材
生
産
・
木
材
加
工
流
通
業
の
担
い
手
育

成
、
中
小
事
業
者
も
含
め
た
国
産
材
の
安
定
供

給
体
制
を
構
築
、
災
害
時
の
被
災
地
へ
の
木
材

供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
働
き
方
改
革
を
踏
ま

え
た
輸
送
手
段
の
確
保
の
た
め
の
対
策
、
改
正

建
築
基
準
法
の
施
行
を
踏
ま
え
中
小
製
材
工
場

の
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
供
給
体
制
の
整
備
、
近
年
の
輸

送
費
、
製
造
費
の
上
昇
を
木
材
価
格
に
転
嫁
で

き
る
対
策
の
実
施
、
改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法

ら
住
宅
業
界
団
体
に
対
し
、
本
趣
旨
の
要
請
文

書
を
発
出
し
て
い
る
。

⑤
自
主
行
動
計
画
の
策
定

令
和
７
年
度
中
に
、
国
に
お
い
て
下
請
中
小

企
業
振
興
法
に
基
づ
き
、
木
材
業
界
に
関
す
る

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
取
引
の
適
正
化
等

に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
予
定
し
て

い
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
後
、
業
界
団
体
に

お
い
て
、「
取
引
適
正
化
」
及
び
「
付
加
価
値

向
上
」
に
向
け
た
自
主
行
動
計
画
を
策
定
し
て

い
た
だ
く
の
で
、
取
引
適
正
化
等
に
向
け
た
行

動
を
遵
守
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。

⑥
「
労
務
費
の
適
切
な
転
嫁
の
た
め
の
価
格
交

渉
に
関
す
る
指
針
」
の
遵
守
徹
底

内
閣
官
房
及
び
公
正
取
引
委
員
会
に
お
い

て
、
令
和
５
年
11
月
、
労
務
費
の
転
嫁
を
進
め

る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
事
業
者
が

採
る
べ
き
行
動
・
求
め
ら
れ
る
行
動
等
を
取
り

ま
と
め
た
「
労
務
費
の
適
切
な
転
嫁
の
た
め
の

価
格
交
渉
に
関
す
る
指
針
」
を
策
定
し
た
。
指

針
は
公
正
取
引
員
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、
発
注
者
・
受
注
者
と
も
に

こ
の
指
針
の
遵
守
を
徹
底
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
す
る
。

（
３
）
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
改
正
に
つ
い
て

事
業
者
が
行
う
立
入
禁
止
等
の
措
置
に
つ
い

て
、
労
働
者
だ
け
で
な
く
、
同
じ
作
業
場
所
に

い
る
労
働
者
以
外
の
人
（
他
社
の
労
働
者
、
資

材
搬
入
業
者
な
ど
契
約
関
係
は
問
わ
な
い
）
も

対
象
に
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。（
令

和
７
年
４
月
１
日
施
行
）

熱
中
症
の
重
篤
化
に
よ
る
死
亡
災
害
を
防
止

す
る
た
め
、
熱
中
症
の
お
そ
れ
が
あ
る
作
業
者

を
早
期
に
見
つ
け
、
そ
の
状
況
に
応
じ
、
迅
速

か
つ
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
事
業
者
に
対
し
、「
早
期
発
見
の
た
め
の

体
制
整
備
」
等
に
つ
い
て
義
務
付
け
ら
れ
た
。

（
令
和
７
年
６
月
１
日
施
行
）

○
大
道
一
浩
業
務
課
企
画
官
か
ら
の
情
報
提
供

国
有
林
材
の
生
産
量
は
、令
和
５
年
度
に
は
、

素
材
生
産
が
３
１
６
万
㎥
、
立
木
販
売
が
素
材

換
算
で
１
８
４
万
㎥
で
、
合
計
５
０
０
万
㎥
を

生
産
し
た
。
こ
れ
は
国
産
材
の
生
産
量
３
・
４

４
４
万
㎥
の
約
15
％
に
あ
た
る
。
令
和
６
年
度

に
は
、
見
込
み
値
で
は
あ
る
が
、
素
材
生
産
が

３
１
１
万
㎥
、
立
木
販
売
が
素
材
換
算
で
１
７

６
万
㎥
、
合
計
４
８
７
万
㎥
と
な
り
、
令
和
５

年
度
か
ら
約
13
万
㎥
減
少
し
た
。
令
和
７
年
度

は
、
７
月
末
時
点
で
昨
年
度
と
同
程
度
で
生
産

が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

ま
た
、
国
有
林
野
事
業
の
立
木
販
売
結
果
の

公
表
に
つ
い
て
は
、
従
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
た

が
、
昨
年
度
か
ら
よ
り
詳
細
に
入
札
結
果
や
物

件
情
報
（
場
所
、
樹
種
、
本
数
、
材
積
等
）
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
こ
と
と
し
た
。
国

有
林
の
立
木
の
販
売
価
格
と
物
件
情
報
を
照
ら

し
合
わ
せ
て
、
民
有
林
の
取
引
の
参
考
と
な
る

情
報
を
得
る
こ
と
が
き
る
の
で
ご
活
用
い
た
だ

き
た
い
。

令
和
５
年
度
の
実
績
と
し
て
４
４
２
件
の
立

木
販
売
の
結
果
を
公
表
し
た
。
こ
の
う
ち
主
た

る
樹
種
が
ス
ギ
で
あ
る
８
８
件
の
単
価
の
平
均

値
３
、０
３
０
円
、
最
低
値
と
最
高
値
は
、
１
、

１
１
９
円
と
８
、１
３
８
円
で
あ
っ
た
。

林
野
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
場
所
の
情
報
や

単
価
の
情
報
等
を
掲
載
し
て
あ
る
の
で
ご
利
用

い
た
だ
き
た
い
。
わ
か
り
に
く
い
場
合
は
お
近

く
の
森
林
管
理
局
又
は
森
林
管
理
署
に
問
い
合

わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

林
野
庁
の
情
報
提
供
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

改
正
物
流
効
率
化
法
へ
の
対
応
、
価
格
転
嫁
・

取
引
適
正
化
の
現
状
と
対
応
の
方
向
、
中
小
規

模
の
製
材
工
場
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
取
得
促
進
、
非
住
宅

建
築
物
の
へ
の
一
般
流
通
材
の
利
用
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

２
．
最
近
の
業
務
・
情
勢
報
告

事
務
局
か
ら
、
①
令
和
７
年
度
木
材
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
の
日
程
、②
政
策
提
言（
要

望
事
項
）、
③
令
和
８
年
度
林
業
・
木
材
産
業

関
係
税
制
及
び
金
融
に
つ
い
て
の
要
望
等
、
④

林
野
庁
補
助
事
業
の
実
施
状
況
、
⑤
新
設
住
宅

着
工
戸
数
の
推
移
に
つ
い
て
説
明
、報
告
し
た
。

３
．
各
支
部
の
木
材
需
給
・
市
況
動
向
の
報
告

各
支
部
か
ら
、
丸
太
と
製
品
の
需
要
・
価
格

の
動
向
、
建
築
基
準
法
改
正
の
影
響
、
山
側
や

工
場
で
の
生
産
の
動
向
、
外
材
入
荷
と
在
庫
の

状
況
、
買
い
方
の
対
応
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

■
林
野
庁
長
官
、
次
長
、
国
有

林
野
部
長
を
表
敬

令
和
７
年
８
月
25
日
（
月
）、
正
副
会
長
・

支
部
長
会
議
開
催
前
に
守
屋
長
光
会
長
、
副
会

長
、
支
部
長
等
７
名
が
林
野
庁
を
訪
れ
、
小
坂

善
太
郎
林
野
庁
長
官
、谷
村
栄
二
林
野
庁
次
長
、

長
﨑
屋
圭
太
国
有
林
野
部
長
を
表
敬
訪
問
し
、

政
策
提
言
を
手
交
し
て
親
し
く
懇
談
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

政
策
提
言
の
概
要
は
、
経
済
対
策
、
住
宅
取

得
へ
の
支
援
、
公
共
建
築
物
や
非
住
宅
分
野
に

一
般
流
通
製
材
品
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
構
法

の
開
発
・
普
及
、
中
大
規
模
建
築
物
の
内
装
木

質
化
を
促
進
す
る
た
め
の
利
用
方
法
の
開
発
・

普
及
、
内
装
材
に
木
材
を
利
用
す
る
こ
と
が
人

に
心
理
面
、
身
体
面
、
学
習
面
な
ど
で
効
果
が

あ
る
こ
と
の
情
報
発
信
、
木
材
市
場
の
ス
ト
ッ

ク
機
能
や
需
給
調
整
機
能
の
強
化
及
び
流
通
の

効
率
化
・
省
エ
ネ
化
へ
の
支
援
、
森
林
整
備
・

小坂長官表敬訪問谷村次長表敬訪問
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木
造
住
宅
の
着
工
戸
数
は
３
万
７
、０
２
４

戸
、
対
前
年
同
月
比
８
・
４
％
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
が
、
木
造
率
は
60
・
３
％
と
前
年
を
上

回
っ
て
お
り
、
非
木
造
を
含
む
住
宅
全
体
の
着

工
戸
数
の
減
少
に
比
べ
て
木
造
住
宅
の
減
少
割

合
は
少
な
い
。
木
造
住
宅
の
内
訳
を
み
る
と
、

在
来
軸
組
み
が
２
万
７
、７
２
０
戸
（
前
年
同

月
比
９
・
７
％
減
）、
２
×
４
が
８
、４
３
３
戸

（
前
年
同
月
比
２
・
６
％
減
）、
プ
レ
ハ
ブ
が
８

７
１
戸
、（
前
年
同
月
比
19
・
３
％
減
）
と
な
っ

た
。

■
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
改
正

農
林
水
産
省
が
昨
年
に
行
っ
た
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ

の
改
正
が
本
年
７
月
30
に
施
行
さ
れ
た
。
今
回

の
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
。

①
目
視
等
級
区
分
構
造
用
製
材
の
定
義
に
「
カ

メ
ラ
撮
影
若
し
く
は
レ
ー
ザ
ー
照
射
等
を
用

い
た
材
面
測
定
機
器
に
よ
る
測
定
」を
追
加
。

こ
れ
ま
で
目
視
に
よ
り
欠
点
を
測
定
し
て
い

た
が
、
熟
練
工
の
減
少
等
が
課
題
と
な
っ
て
い

た
。
高
齢
化
等
の
カ
メ
ラ
撮
影
等
を
用
い
た
機

器
に
よ
る
測
定
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従

業
員
に
よ
る
製
材
選
別
の
負
担
軽
減
や
効
率
化

が
図
れ
る
と
し
て
い
る
。

の
関
連
事
業
者
へ
の
周
知
・
徹
底
、
需
要
動
向

を
踏
ま
え
た
適
宜
・
適
切
な
国
有
林
材
の
生

産
・
販
売
等
。

■
７
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数

５
月
の
大
幅
減
少
か
ら
２
ヶ
月
連
続
で
増
加

７
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、
総
数
で
６

万
１
、４
０
９
戸
（
前
年
同
月
比
９
・
７
％
減
）

と
な
り
、
４
月
か
ら
４
カ
月
連
続
で
前
年
同
月

比
の
減
少
と
な
っ
た
。
対
前
月
比
で
は
９
・

７
％
の
増
加
と
な
り
、
６
月
か
ら
２
カ
月
連
続

で
増
加
し
、
建
築
基
準
法
等
の
改
正
前
の
駆
け

込
み
需
要
の
反
動
で
４
月
、
５
月
に
着
工
戸
数

が
大
幅
に
減
少
し
て
以
降
、
回
復
傾
向
が
み
ら

れ
る
。
１
月
～
７
月
の
累
計
で
み
る
と
、
42
万

３
、３
０
９
戸
で
対
前
年
同
期
比
７
・
８
％
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。

持
ち
家
の
着
工
戸
数
は
１
万
７
、６
６
５
戸

（
前
年
同
月
比
11
％
減
）、
貸
家
の
着
工
戸
数
は

２
万
７
、４
１
２
戸
（
前
年
同
月
比
13
・
１
％

減
）、
分
譲
の
着
工
戸
数
は
１
万
５
、８
８
６
戸

（
前
年
同
月
比
１
・
７
％
減
）
で
あ
っ
た
。

新設住宅着工戸数　速報（令和 7年 7月分） 令和7.8.29

年次
月別 総　数

利　用　関　係　別 木造住宅 木 造 内 訳

持　家 分　譲 貸　家 給　与 戸　数 木造率 在来軸組 プレハブ  2×4

2024年 7 月 68,014 19,858 16,164 31,546 446 40,420 59.4 30,682 1,079 8,659 

2025年 7 月 61,409 17,665 15,886 27,412 446 37,024 60.3 27,720 871 8,433 

対前月比 109.7 110.2 105.4 112.9 79.4 109.6 99.8 110.4 93.6 108.7 

対前年同月比 90.3 89.0 98.3 86.9 100.0 91.6 101.5 90.3 80.7 97.4 

24.1～当月計 459,068 121,891 134,243 199,390 3,544 253,540 55.2 193,127 5,888 54,525 

25.1～当月計 423,309 112,002 118,817 188,370 4,120 241,024 56.9 183,304 6,107 51,613 

当月計前年比 92.2 91.9 88.5 94.5 116.3 95.1 103.1 94.9 103.7 94.7 

②
寸
法
許
容
の
合
理
化
。

㋐
造
作
用
製
材
の
う
ち
、
未
仕
上
げ
材
（
人

工
乾
燥
）
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
が
加
工
を
行

う
こ
と
を
踏
ま
え
、
歩
増
し
で
製
造
さ
れ
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
は
寸
法
許
容
差
を
木
口
断
面
寸

法
に
応
じ
て
75
㎜
以
上
１
０
５
未
満
は
＋
３
・

０
、▲
０
な
ど
と
定
め
て
き
た
が
、
今
回
の
改

正
で
は
、
使
用
実
態
に
合
わ
せ
た
基
準
と
な
る

よ
う
、
木
口
断
面
に
よ
ら
ず
、
短
辺
及
び
長
辺

の
寸
法
許
容
差
用
を
＋
５
㎜
と
し
た
。

㋑
寸
法
許
容
差
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
含

水
率
20
％
以
下
の
構
造
用
製
材
に
つ
い
て
、
木

口
の
寸
法
許
容
差
の
下
限
が
▲
０
㎜
と
さ
れ
て

い
た
。
今
回
の
改
正
で
は
、
格
付
け
に
お
い
て

製
造
後
の
自
然
乾
燥
に
よ
る
収
縮
が
考
慮
さ
れ

る
よ
う
、
寸
法
許
容
差
の
下
限
を
▲
０
・
１
㎜

に
見
直
し
た
。

③
曲
げ
ヤ
ン
グ
係
数
の
基
準
の
変
更

機
械
等
級
区
分
構
造
用
製
材
で
要
求
さ
れ
る

曲
げ
ヤ
ン
グ
係
数
の
基
準
で
は
、
こ
れ
ま
で
上

側
値
と
下
側
値
を
設
定
し
て
管
理
し
て
お
り
、

下
限
値
を
下
回
る
製
材
が
多
く
含
ま
れ
る
場
合

の
み
な
ら
ず
、
上
側
値
を
上
回
る
製
材
（
強
度

の
高
い
製
材
）
が
多
く
含
ま
れ
る
場
合
も
、
検

査
に
お
い
て
不
合
格
と
さ
れ
て
き
た
。
今
回
の

改
正
で
は
、
平
均
値
と
下
限
値
に
よ
る
管
理
に

見
直
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
検
査
資
料
に
強
度
が

高
い
製
材
が
含
ま
れ
て
い
て
も
格
付
け
が
可
能

と
な
り
、
合
理
的
、
効
率
的
な
等
級
区
分
が
行

わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

■
令
和
６
年
の
木
材
統
計

素
材
需
要
量
は
前
年
比
３
・
７
％
減
少
、
国

産
材
の
割
合
は
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
上
昇

農
林
水
産
省
は
７
月
29
日
、
令
和
６
年
の
木

材
統
計
調
査
の
結
果
を
公
表
し
た
。

長﨑屋部長表敬訪問
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需要部門別素材需要量及び材種別素材供給量（全国）
（単位：千㎥）

年　　次
需要部門別素材需要量 材種別素材供給量

計 製材用 合板等用 木　　材 
チップ用 計 国産材 輸入材

平成30年 26,545 16,672 5,287 4,586 26,545 21,640 4,905

令和元年 26,348 16,637 5,448 4,263 26,348 21,883 4,465

2　 　　 23,550 14,851 4,626 4,073 23,550 19,882 3,668

3　 　　 26,085 16,650 5,093 4,342 26,085 21,847 4,238

4　 　　 25,954 16,363 5,355 4,236 25,954 22,082 3,872

5　 　　 23,669 15,061 4,137 4,471 23,669 20,647 3,022

6（概数） 22,804 14,435 4,499 3,870 22,804 20,090 2,714

１
．
素
材
需
給
の
動
向

（
１
）
素
材
需
要
量

素
材
需
要
量
は
２
、２
８
０
万
４
千
㎥
で
、

前
年
に
比
べ
86
万
５
千
㎥
（
３
・
７
％
）
減
少

し
た
。
こ
れ
を
需
要
部
門
別
に
み
る
と
、
製
材

用
は
１
、４
４
３
万
５
千
㎥
で
、
前
年
に
比
べ

62
万
６
千
㎥
（
４
・
２
％
）、
木
材
チ
ッ
プ
用

は
３
８
７
万
㎥
で
、
同
60
万
１
千
㎥
（
13
・

４
％
）
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、
合
板
等
用
は
４
４

９
万
９
千
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
36
万
２
千
㎥

（
８
・
８
％
）
増
加
し
た
。

（
注
）
素
材
需
要
量
と
は
、
製
材
工
場
、
合
単

板
工
場
及
び
木
材
チ
ッ
プ
工
場
へ
の
素
材
の

入
荷
量
で
あ
る
。（
丸
太
の
輸
出
量
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
へ
の
丸
太
入
荷
量
は
含

ま
な
い
。）

（
２
）
素
材
供
給
量

素
材
供
給
量
の
う
ち
国
産
材
は
２
、０
０
９

万
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
55
万
７
千
㎥
（
２
・

７
％
）、
輸
入
材
は
２
７
１
万
４
千
㎥
で
、
同

30
万
８
千
㎥
（
10
・
２
％
）
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し

た
。
素
材
供
給
量
に
占
め
る
国
産
材
の
割
合
は

88
・
１
％
で
、
前
年
に
比
べ
０
・
９
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
た
。

（
注
）
素
材
供
給
量
に
つ
い
て
は
、
素
材
需
要

量
を
も
っ
て
供
給
量
と
し
て
い
る
。

ア　

国
産
材
素
材
供
給
量

国
産
材
素
材
供
給
量
を
針
葉
樹
、
広
葉
樹
別

に
み
る
と
、
針
葉
樹
は
１
、８
７
１
万
９
千
㎥

で
、
前
年
に
比
べ
20
万
７
千
㎥
（
１
・
１
％
）、

広
葉
樹
は
１
３
７
万
１
千
㎥
で
、
同
35
万
㎥

（
20
・
３
％
）
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
。

針
葉
樹
を
樹
種
別
に
み
る
と
、
素
材
全
体
の

供
給
量
の
約
６
割
を
占
め
る
す
ぎ
は
１
、２
０

８
万
５
千
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
16
万
８
千
㎥

（
１
・
４
％
）
増
加
し
、
ひ
の
き
は
３
０
１
万

９
千
㎥
で
、
同
16
万
１
千
㎥
（
５
・
１
％
）、

か
ら
ま
つ
は
１
６
９
万
４
千
㎥
で
、
同
14
万
３

千
㎥
（
７
・
８
％
）、
え
ぞ
ま
つ
・
と
ど
ま
つ

は
１
２
３
万
９
千
㎥
で
、
同
２
千
㎥
（
０
・

２
％
）、
あ
か
ま
つ
・
く
ろ
ま
つ
は
45
万
３
千

㎥
で
、
同
４
万
１
千
㎥
（
８
・
３
％
）
そ
れ
ぞ

れ
減
少
し
た
。

イ　

輸
入
材
素
材
供
給
量

輸
入
材
素
材
供
給
量
を
産
地
別
に
み
る
と
、

輸
入
材
の
約
８
割
を
占
め
る
米
材
は
２
２
０
万

６
千
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
28
万
９
千
㎥
（
11
・

６
％
）、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
材
は
29
万
４
千

㎥
で
、
同
１
万
５
千
㎥
（
４
・
９
％
）
そ
れ
ぞ

れ
減
少
し
、
北
洋
材
は
12
万
５
千
㎥
で
、
同
３

千
㎥
（
２
・
５
％
）
増
加
し
た
。

ま
た
、
製
材
用
素
材
の
輸
入
材
の
う
ち
半
製

品
入
荷
量
は
20
万
４
千
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
２

万
２
千
㎥
（
12
・
１
％
）
増
加
し
た
。

２
．
製
材
の
動
向

（
１
）
製
材
工
場
数
、
製
材
用
動
力
の
出
力
数

製
材
工
場
数
は
３
、５
４
７
工
場
で
、
前
年

に
比
べ
２
０
２
工
場
（
５
・
４
％
）
減
少
し
た
。

こ
れ
を
製
材
用
動
力
の
出
力
階
層
別
に
み
る

と
、
１
、０
０
０
・
０

kw
以
上
の
階
層
は
増
加

し
、
そ
れ
以
外
の
階
層
は
減
少
し
た
。
製
材
用

動
力
の
総
出
力
数
は
60
万
７
、３
６
９
・
９

kw

で
、
前
年
に
比
べ
１
万
９
、７
２
１
・
５

kw

（
３
・
１
％
）
減
少
し
た
。
１
工
場
当
た
り
の

出
力
数
は
１
７
１
・
２

kw
で
、
前
年
に
比
べ

３
・
９

kw
（
２
・
３
％
）
増
加
し
た
。

（
２
）
製
材
用
素
材
消
費
量

製
材
用
素
材
消
費
量
は
１
、４
７
１
万
５
千

㎥
で
、前
年
に
比
べ
42
万
１
千
㎥
（
２
・
８
％
）

減
少
し
た
。
１
工
場
当
た
り
の
素
材
消
費
量
は

４
、１
４
９
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
１
１
２
㎥

（
２
・
８
％
）
増
加
し
た
。

（
３
）
製
材
品
出
荷
量

製
材
品
出
荷
量
は
７
６
０
万
７
千
㎥
で
、
前

年
に
比
べ
35
万
８
千
㎥
（
４
・
５
％
）
減
少
し

た
。
こ
れ
を
用
途
別
に
み
る
と
、
約
８
割
を
占

め
る
建
築
用
材
は
６
２
０
万
５
千
㎥
で
、
前
年

に
比
べ
27
万
９
千
㎥
（
４
・
３
％
）、
木
箱
仕

組
板
・
こ
ん
包
用
材
は
87
万
９
千
㎥
で
、
同
５

万
㎥
（
５
・
４
％
）、
土
木
建
設
用
材
は
29
万

４
千
㎥
で
、
同
２
万
６
千
㎥
（
８
・
１
％
）、

家
具
建
具
用
材
は
４
万
㎥
で
、
同
１
万
３
千
㎥

（
24
・
５
％
）
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
。

ま
た
、
人
工
乾
燥
材
出
荷
量
は
３
９
３
万
４

千
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
７
万
１
千
㎥
（
１
・

８
％
）
減
少
し
た
。
製
材
品
出
荷
量
に
占
め
る

人
工
乾
燥
材
出
荷
量
の
割
合
は
51
・
７
％
で
、

前
年
に
比
べ
１
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

■
令
和
７
年
度
顔
の
見
え
る
木

材
供
給
体
制
構
築
事
業　

全
国

で
５
事
業
を
実
施

令
和
７
年
度
の
林
野
庁
補
助
事
業
「
顔
の
見

え
る
木
材
供
給
体
制
構
築
事
業
」
の
助
成
を
受

け
る
取
組
が
決
定
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
分
野

横
断
的
な
連
携
グ
ル
ー
プ
等
が
行
う
森
林
経
営

の
持
続
性
が
確
保
さ
れ
た
木
材
の
流
通
を
促
す

仕
組
み
作
り
や
供
給
体
制
の
構
築
、
木
材
の
安

定
需
要
の
獲
得
に
向
け
た
取
組
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

イ
ン
に
よ
る
木
材
の
安
定
供
給
体
制
の
強
化
や
、

付
加
価
値
の
高
い
構
造
材
・
内
装
材
・
家
具
・

建
具
な
ど
幅
広
い
分
野
で
の
木
材
の
利
用
拡
大

や
普
及
活
動
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
事
業
は
日
本
木
材
総
合
情
報
セ

ン
タ
ー
と
全
市
連
が
共
同
で
実
施
す
る
。
こ
の

度
、
外
部
有
識
者
に
よ
る
選
定
委
員
会
の
審
査

を
経
て
次
の
５
つ
の
事
業
提
案
が
選
定
さ
れ
た
。

１
．
山
形
県
木
材
産
業
協
同
組
合

事
業
名
：
や
ま
が
た
の
広
葉
樹
材
の
地
域
内
流

通
及
び
広
葉
樹
製
材
の
地
域
内
加
工
モ
デ
ル
の

構
築

２
．
一
般
社
団
法
人
日
本
林
業
経
営
者
協
会

事
業
名
：
持
続
可
能
な
林
業
経
営
と
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
繋
ぐ
新
た
な
チ
ャ
ネ
ル
（
販
路
）
の
開
拓

３
．
福
岡
中
小
建
設
業
協
同
組
合

事
業
名
：
中
大
規
模
木
造
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ビ
ル

建
設
に
向
け
た
地
域
材
供
給
体
制
モ
デ
ル
の
構

築４
．
丹
波
市
木
材
林
産
協
同
組
合

事
業
名
：
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

森
林
資
源
活
用
と
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

木
材
流
通
の
推
進

５
．
株
式
会
社
仙
台
木
材
市
場

事
業
名
：
未
利
用
地
域
産
広
葉
樹
材
の
利
活
用


